
別記第４号様式

　契約日

～ ～

令和5年3月7日

事業概要

区　　分

契約金額

当初

90,475,000円

令和4年8月10日

変更なし

令和４年度　契約内容の変更

契
　
約
　
の
　
内
　
容

事業の名称

事業の場所

請負業者名

大網白里市大網２４５番地先～同１１１番地先

㈱吉田工業

大網白里市大網２４５番地先配水管改良工事

契約期間

変更（第１回）

令和5年3月10日

　当初予定にない埋設物（ボックスカルバート
等）が多く伏せ越し工が発生したこと及び地元
との調整により期間を要したことから本工事の
工期末を延長するものである。

変更理由

令和4年8月11日

　本工事は、重要給水施設への老朽化した配水管を耐
震管に布設替えするものである。
ア　配水管布設工事
　　　　DIP-GXφ150 L=510.7m、φ100 L=31.0m、
 　　　　　　　φ75 L= 55.0m
イ　給水装置工事　20件
ウ　配水管仮設工事
　　　　呼び径100mm L=534.7m、75mm L=101.0m、
　　 　　　　　50mm L= 52.0m
エ　給水管仮設工事　20件

変更なし

令和4年8月11日 令和5年3月29日

変更（第2回）

令和5年3月27日

98,330,100円

　本工事は、重要給水施設への老朽化した配水管を耐
震管に布設替えするものである。
ア　配水管布設工事
　　　　DIP-GXφ150 L=514.1m、φ100 L=31.0m、
 　　　　　　　φ75 L= 53.3m
イ　給水装置工事　21件
ウ　配水管仮設工事
　　　　呼び径100mm L=534.7m、75mm L=101.0m、
　　　 　　　　50mm L= 50.9m
エ　給水管仮設工事　21件

　当初設計では、地下水の水位が不詳であったこと及
び過大計上を回避するため、地下水位低下工法は未計
上としていたが、現場の水位を掘削溝（底面）より下
げなければ既設管の撤去及び新設管の布設が困難であ
ると判断し、地下水位低下工法として簡易ウェルポイ
ント工を追加計上すること及び、当初予定にない埋設
物（ボックスカルバート等）の伏せ越し工が増えたこ
とによる材料の追加が必要なため、建設工事請負契約
約款第２０条（条件変更等）第１項第４号及び第５号
の規定により、条件を変更し、請負代金を増額変更す
るものである。

変更なし


